公益財団法人長野県みらい基金　2026年度冠寄付・助成プログラム
第1回 中御所 篠原磯治郎基金　助成申請書
公益財団法人長野県みらい基金　御中
申請日：　　　年　　月　　日
	団体の基本情報

	団体名
	

	団体所在地
	〒


	代表者
	役職
	
	TEL
	

	
	氏名
	
	MAIL
	

	事業担当者
代表者と同じ場合には記載不要です
	役職
	
	TEL
	

	
	氏名
	
	MAIL
	

	団体設立　
	団体の設立年月（西暦）
	年　　月

	
	法人格の取得について（該当するものに丸を付けてください。）

	
	
	1 取得済み
	法人格取得年月
	　　年　　月

	
	
	2 申請中

	
	
	3 検討中

	
	
	4 予定なし

	団体の
設立趣旨や
活動の目的
	

	日頃の
活動内容や
過去の実績
	

	スタッフ数
	常勤職員
	
	名
	非常勤職員
	
	名
	ボランティア
	
	名

	直近１年間の
事業収支
	収入合計
	円
	支出合計
	円

	
	　主な事業
（事業規模）
	
（　　　　　　　　　円）



	事業の概要

	事業名
	

	助成申請額
	
	
	万円
	※予算書 収入の部「助成申請額」と一致させてください。

	事業概要
※200字程度
採択となった場合、
この項目は公表されますので、広く周知できる
内容としてください。
	

	実施計画

	対象となる資料・資料の詳細
	※本事業で主に扱う対象にチェックを入れ、具体的な内容（年代・量・保管状況など）を記入してください。

	
	□ 中世・近世の古文書（戦国時代～江戸時代の書状、記録類など）
□ 明治・大正期の史料（近代の公私記録、書簡など）
□ 地域の歴史を物語る図面・地図（手書きの絵図、公図、地籍図など）
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


具体的な内容
（例：〇〇家蔵の江戸末期の村明細帳ほか約50点。現在は未整理で箱に保管されており、一部に虫食いがあるため、早急な現状記録と翻刻が必要。）
→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	事業の背景・緊急性
	※なぜ今、その史料を扱う必要があるのか。史料の現状（散逸の危機、劣化の状態など）を含めて具体的に記入してください。

	
	


（様式第1号）


（様式第1号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



	実施する取り組み
	① 活動計画
※いつ・どこで・誰が・何を行うかなど、時系列で記入してください。

	
	

	
	② 実施体制
※上記における役割分担や誰が何をするか、連携・協力団体の有無等についてご記入ください

	
	実施メンバー（団体内の主な担い手）
	連携・協力者（個人・団体等）

	
	氏名
	事業における役割
	協力者名
	連携・協力内容

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	




	目指す状態・成果
	※史料がどのように記録され、将来的にどこで・誰が活用できる状態になるかを記入してください。

	
	

	その他
	※ご自由に記載ください

	
	



